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地球を破滅におとしいれかねない電磁スカラー・パルス砲の実在に

ついて  ―スティーブン・グリアの講演から― その 4 

                              グッチ 

１９４０年代初めにニコラ・テスラが作った初期の電磁スカラー砲をいしずえ

に、撃墜回収 ET 宇宙船の電磁スカラーシステム研究の積み重ねによって現在

の進化した電磁スカラーパルス砲が、陸海空に装備されるようになった。 

 

コルソ―中佐が述べる電磁スカラーパルス砲 

電磁スカラー・パルス発生装置の理論のいしずえは 19 世紀末から 20 世紀にか

けて電磁波関連の天才的発明を米国で行っていたセルビア人二コラ・テスラ

(Nikora Tesla 1856-1943)が築いた。 

そのテスラの指向性エネルギービーム理論についてフィリップ・J・コルソー元

陸軍中佐(1915-1998)がその著書『ロズウェルの翌日』（”The Day after 

Roswell” 1997, 邦訳『ペンタゴンの陰謀』（二見書房 1998 年）で言及してい

る。 

コルソ―中佐は 1942 年にヨーロッパの米国陸軍情報局に入局し、ローマの米
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軍対敵情報部隊の隊長となった人。1953～1957 年の 4 年間、アイゼンハワー

大統領の国家安全保障会議のメンバーであり、1961～1963 年にはペンタゴン

の陸軍研究開発局の海外先進技術部の部長だった。 

軍事機密を知る立場から、ロズウェル事件で ET 宇宙船が撃墜されたこと、そ

の先進技術を米軍が取り入れていることなどを『ロズウェルの翌日』で忖度な

く明かした。 

レーガン大統領が唱えた SDI（戦略防衛構想、俗にいうスターウォーズ計画）

に賛同し、超先進技術をもった ET を国家安全保障を脅かす敵とみなす極めて

戦略的な世界観をもった人物だった。 

グリアによれば、ET はたんにテクノロジーだけを進化させているのではな

く、同時に精神進化も遂げていて、戦争行為のような野蛮さはとうの昔に克服

した平和な知的存在である。 

彼らは地球人にはいまだ出来ていない意識の浄化・純化によって、CAT

（Consiousness Assisted Technology 意識でテクノロジーを操ること）が可能と

なっており、宇宙船を意識だけで操縦しているという。 

他国、他民族、他宗教と争い続けている地球人の文明はいまだレベル・ゼロの
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文明であり、せめて恒久平和を実現したレベル１の文明にならないと、その先

の未来はない。 

コルソ―中佐のような戦略的軍事的な世界観は、このままでは自滅に向うしか

ない地球人の精神状況を象徴しているといえる。 

ただ米軍内の機密情報に触れる立場にあった彼だけが知りえた情報もある。 

本論では彼が『ロズウェルの翌日』で明かしたテスラの指向性エネルギービー

ムの論文と、その実現の動きを追って見ることにする。 

「粒子ビームを生成し指向性をもたせるテスラの実験は１８９０年代に順調に

進んでいた。」（原書１０３ページ） 

「テスラは２０世紀が始まる前にすでに粒子ビーム兵器を含む指向性エネルギ

ービーム装置を理論化していた。」（原書１０２ページ） 

「テスラは実際、指向性加速ビーム兵器について論文を書いていた。彼が初め

てその論文書いてから、ARPA（先進研究企画局）が２５年もの間、その兵器

の実現化を試みていた。一方、ロズウェルで回収された宇宙船の残骸の中から

黒焦げの指向性エネルギー装置とレーザー機器の破片が発見され、それから１

１年後、その装置が航空機材補給部局のエンジニアたちによって記録され、私
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のナット・ファイルにしまい込まれたままになっていた。」（原書１０４ペー

ジ） 

コルソ―の情報が正しいとするなら、二コラ・テスラは１８９０年代に指向性

加速ビーム兵器の理論を完成し、実験も順調に進んでいたことになる。 

そして ARPA が２５年間もの間、そのビーム兵器の実現化を試みていたという

が、２５年後に完成したのか、それとも未完のまま諦めたのかはこの記述から

は分からない。しかし１８９0 年代の実験が順調だったのなら、その後の２５

年間の実現化の試みは相当な結果を出していたに違いない。 

その後、テスラが亡くなる１９４３年までの間に、高電圧を利用した実験を重

ねたテスラが、ビーム兵器を改良し、初期的な電磁スカラーパルス発生装置を

完成していた可能性がある。 

 グリアは１９４２年に実施されたと思われる ET 解剖の写真が存在すること

から、１９４２年以前にテスラのスカラーシステムが実験的に使用され、多く

の ET 宇宙船撃墜が行われたと考えている（２０２４年 3 月１２日の講演）。 
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 そのテスラの開発したシステムが、撃墜回収 UFO のスカラーシステムを研

究することによってさらに進化していったとグリアは考えている（２０２５年

2 月 6 日の講演）。 

二コラ・テスラは１９４３年１月７日に亡くなった。 

コルソ―によればテスラの死後、テスラが遺した書類をヘンリー・ウォレス米

国副大統領が FBI に回収を指示。FBI はテスラの死後２日目の１９４３年 1 月

9 日に外国人財産局（OAP）に命じて書類を押収させた。二コラ・テスラはセ

ルビア人だったため外国人財産局が押収に向かったわけだ。 

押収したテスラの論文群の中には「自然媒体を使った収束非分散エネルギーの

新しい放射法」というタイトルの論文（日付なし）が含まれていた。 

「それは高出力の電子エネルギービームを生成し、ターゲットに向けて放射す
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るテスラの方法が書かれていた。」（原書１０４ページ） 

「終戦直後の１９４５年、オハヨー州デイトン郊外のライト・フィールドの陸

軍航空隊がワシントンの外国人財産局からテスラの論文のコピーを求め、軍使

を派遣してそれをライト・フィールドに持ち帰った。」（１０５ページ） 

１９４７年 7 月 2 日の夕方にロズウェルで起こった UFO 墜落事件は初期の電

磁スカラーパルス砲が使われたとグリアは考えている。 

テスラが生前、初期的な電磁スカラーパルスシステムを完成していたのなら、

それが秘密の軍事組織の手に渡って、ロズウェルで使われたというストーリー

がありえるわけだ。 

ＥＴ宇宙船を撃墜し始めてから、ＥＴ宇宙船内で見つかった「指向性エネルギ

ー装置」が電磁スカラーパルス砲の改良に拍車をかけたことだろう。 

先の引用から関連部分を取り出してみる。 

「一方、ロズウェルで回収された宇宙船の残骸の中から黒焦げの指向性エネル

ギー装置とレーザー機器の破片が発見され、それから１１年後、その装置が航

空機材補給部局のエンジニアたちによって記録され、私のナット・ファイルに

しまい込まれたままになっていた。」 
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ロズウェル事件から１１年もたった１９５８年に航空機材補給部局のエンジニ

アたちがＥＴ宇宙船内にあった指向性エネルギー装置を記録したのは確かだろ

うが、軍は事件直後から秘密裡にその装置の分析研究（リバースエンジニアリ

ング）をしていたはずである。 

その後ＥＴ宇宙船はグリアの計算では数百機～１千機が撃墜されている。 

ロズウェル事件から７７年が経った今、リバースエンジニアリングを通じて改

良を重ねたスカラー砲はついに持ち運びができるポータブル版までが登場し、

ET 宇宙船に脅威を与えている。 

時空を引き裂く力をもっている電磁スカラーパルスは宇宙亜空間を光速以上の

速さで飛ぶテクノロジーと共通の淵源をもっている。 

本来地球外文明同士が平和なコミュニケーションをとるためのそのテクノロジ

ーが地球では武器に使用されてしまった。 

こうして精神進化が伴わない先進テクノロジーの使用が宇宙の平和を脅かす非

常に厄介な状況が生まれたのである。 

コルソ―中佐の著書「The Day after Roswell」の１０５ページには以下のよう

な撃墜法が記してある。 
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「この電磁スカラーパルス砲のビームが ET 宇宙船の反重力フィールドを乱し

て墜落させるのだ」。（原書１０５ページ） 

ET 宇宙船が急角度で方向転換できるのは反重力装置で飛んでいるからだ。 

その宇宙船を取り巻く反重力フィールドがスカラーパルスで乱されると宇宙船

は重力に従って墜落するしかない。 

墜落した ET 宇宙船が破損して乗員の ET たちが死ぬケースも多いが、生きて

捕まった場合 ET たちは酷い扱い（tortured）を受けているとグリアはいう。 

こんなことが許されていいわけがない。 

 

 

電磁スカラー・パルスの理論についての英文資料 

1. “Scalar Wave driven energy Applications” by Bahman Zohuri, 

Springer. 

この本の見出しや冒頭の数ページを紹介している PDF： 

L-11657215-9496a96689.pdf 

 

https://link.springer.com/book/10.1007/978-3-319-91023-9
https://content.e-bookshelf.de/media/reading/L-11657215-9496a96689.pdf
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2．CSETI のアーカイブから 

電磁スカラー・パルスの理論についての英文資料は CSETI の Archive からも見

ることができます。 

1. 以下、CIA が調べたソヴィエトのスカラー兵器についてのレポートから図

と文書を紹介します。 

ソヴィエトもスカラー兵器を研究していたわけです。 

スカラー兵器で飛行機やレーダーを攻撃する想定図は特にインパクトがありま

すし、スカラー干渉装置の図も興味深い。 

文書「スカラー電磁理論」はスカラーが量子力学と関係していることが述べら

れている。「真空論」では真空がスカラーとの関連で説明されている。 

1. Archive→UFO-Science and Technology→Advanced Weapon-Systems→ 

CIA The Boehm Aharonov effect Scaler Waves Soviet Weapons.pdf 

https://www.dpiarchive.com/#/login?redirect=%2F
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Scalar Electromagnetics 
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Vacuum Theory 
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2. Archive→UFO-Science and Technology→Advanced Weapon-Systems→ 

CIA-Scaler Waves.pdf 

CIA-Scaler Waves.pdf の 2 ページにはこんな数式交じりの文もある： 
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あとがき 

スカラーの理論は難しいので参考資料を紹介して、理解はこの分野に強い人に

任せたいと思います。 

当ファイル「その４」で扱ったコルソ―中佐の著作からの引用は原書から訳し

ましたが、翻訳『新時代の幕開け UFO からの技術移転』（Philip J. Corso

著、原澤亮訳）も参考にできます 

この訳本はコルソ―（またはコーソ―）中佐の未完の著作 ”Dawn of a New 

Age”の和訳ですが、訳本 139 ページの 2 つ目の節から 160 ページまでは別の

著書 ”The Day after Roswell”の９９ページ以降が挟まっています。 

この「その４」で引用した箇所はすべてその”The Day after Roswell”に入って

いました。 

“The Day after Roswell”は邦訳『ペンタゴンの陰謀』（中村三千恵訳、二見書房

1998 年）があるようですが、私は入手していません。 

「その４」でこのシリーズは終了です。 

このシリーズを読んでいただくことによって電磁スカラー・パルス砲の脅威を

読者と共有できればいいのですが。 

https://archive.org/details/PhilipJ.Corso-DawnOfANewAge/mode/2up?view=theater
https://archive.org/details/PhilipJ.Corso-DawnOfANewAge/mode/2up?view=theater
https://cdn.preterhuman.net/texts/alien.ufo/Corso,%20Philip%20-%20The%20Day%20After%20Roswell.pdf
https://www.amazon.co.jp/%E3%83%9A%E3%83%B3%E3%82%BF%E3%82%B4%E3%83%B3%E3%81%AE%E9%99%B0%E8%AC%80-%E3%83%95%E3%82%A3%E3%83%AA%E3%83%83%E3%83%97%E3%83%BBJ-%E3%82%B3%E3%83%BC%E3%82%BD%E3%83%BC/dp/4576971492

